
環境に関する日中社会心理比較
―環境意識が消費者の意思決定に与える影響―

⚫課題
1.多言語・文化間における翻訳・解釈の差異
2.参加者の教育水準・背景による理解度の差
3.文化的背景による回答の偏り

⚫研究目的
1.日本と中国における環境意識が消費者の意思決定にどのような影響
を及ぼすかを比較検証する

2.文化価値観と環境行動の関連性を探求する
3.中国における伝統的な自然観両国の調査結果を踏まえ、持続可能な
消費行動を促進する具体的な方策を提案する



研究方法

EAS（ Environmental Action Scale）、 CNS
（ Connectedness to Nature Scale ） 、
IINS(Illustrated Extension of the Inclusion of
Nature in Self Scale)という 3 つの尺度を用い
て ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う （ Alisat,2015;
（ Mayer,2004; Kleespies,2021）

収集した回答データは、各国ごとに集計
し、日中両国の回答結果を比較し、重回
帰分析によって環境保護に与える要因や
日中の文化差について検討する

参加者には、EAS（Environmental action scale）の18項目に対して評価する 人と自然に関するさまざまな概念のつながりを表しています



予想結果

◦ デモグラフィック属性の影響：
年齢、職業、所得水準などの基本属性が、両国における環境意識や環境行動に有意な差を生
み出す可能性がある。

◦ 尺度の説明力：
EAS、CNS、IINS各尺度が、環境保護行動に対する動機付けや責任感の評価に有用であるこ
とが確認されると予想される。

◦ 重回帰分析の効果：
重回帰分析を通じ、環境意識や文化的要因が消費者の意思決定にどのような影響を与えるか、
そのメカニズムが明確になると期待される。
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